
森下哲朗 教授
上智大学

グローバル化推進担当副学長

国連人口基金(UNFPA)

ケニア事務所・ジェンダー専門官

※当日はケニアよりオンライン登壇

新井さつき氏

“あかり”がケニアの女性の健康・教育に

果たせる役割とは？

～国連人口基金とパナソニックの挑戦～

上智大学

学生総務担当副学長

永井敦子 教授

GUESTS

開催形式: オンラインセミナー（Zoom）

使用言語: 日本語

対象者: どなたでもご参加いただけます

申し込み先: 上記QRコード or 下記URLから

https://forms.office.com/r/63NzAf3s0U

応募締切日:2022/3/10(THU) 17:00

問い合わせ先: 上智学院サステナビリティ推進本部

Mail: sustainability-co［at］sophia.ac.jp  

17:00～17:05 開催挨拶

17:05～17:20 パナソニック活動紹介

17:20～17:35 UNFPA活動紹介

17:35～18:25 パネルディスカッション

18:25～18:30 閉会挨拶
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若原嘉鶴人氏
パナソニック株式会社

企業市民活動推進部

北野 彩氏

プログラム

認定NPO法人very50 理事

ファシリテーター

これまでパナソニックは、10万台以上のソーラーランタンを世界30ヵ国以上に届け、現在も「LIGHT UP THE FUTURE」プロジェクト

を通じて、世界の無電化地域に「あかり」を届ける活動を継続しています。今年は、2,000個のソーラーランタンをケニアの女性と子

どもたちに届けることとしており、同国で長年続く女性器切除（FGM）などの社会課題を根絶し、女性の健康・教育の促進、自立のた

めの活動を行う国連人口基金（UNFPA）と連携することで、貧困の削減を目指しています。

本セミナーは、3月8日の国際女性デーに関連し、パナソニックおよびケニアの現場で働くUNFPAスタッフが登壇し、学生とともに、

民間企業や国際機関の取り組みや、日本で十分に知られていないFGMをはじめとした女性の問題について考える貴重な機会となること

を目的としています。

――パナソニックがUNFPAと連携し、『あかり』を届けることで、どのように女性のエンパワーメントにつなげることができるの

か？――この問いを切り口に、議論します。
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https://forms.office.com/r/63NzAf3s0U

